
２０２３年３月期第２四半期 経営状況報告

愛眼株式会社
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２２年３月期
中間期
実績

２２年３月期
通期
実績

２３年３月期
中間期
実績

２３年３月期
中間期
計画

前年
同期比

実績
計画比

売 上 高
(売上比）

６,６９０
（100.0%）

１３,８０４
（100.0%）

７,１７７
（100.0%）

１０７.３％ ８,３１０
（100.0%）

８６.４％

売上総利益
(売上比）

４,６４５
（69.4%）

９,５５２
（69.2%）

５,０１４
（69.9%）

１０７.９％
（+0.4）

５,７２３
（68.9%）

８７.６％
（+1.0%）

販売管理費
(売上比）

５,０５２
(75.5%）

１０,１３７
（73.4%）

５,２８４
(73.6%）

１０４.６％
（△1.9）

５,５４４
（66.7%）

９５.３％
（+6.9%）

営 業 利 益
(売上比）

△４０６
（－）

△５８４
（－）

△２６９
（－）

－
（－）

１７９
（2.2%）

－
（－）

経 常 利 益
(売上比）

△２９８
（－）

△４３８
（－）

△２０９
（－）

－
（－）

２０４
（2.5%）

－
（－）

当期純利益
(売上比）

△３４８
（－）

△６９０
（－）

△３８８
（－）

－
（－）

１４４
（1.7%）

－
（－）

[連結] PLの概要
単位：百万円

(註)収益認識に関する会計基準等の適用後



２０２３年３月期第２四半期の経営成績

売上高：7,177百万円（前年同期比+487百万円､+7.3％）
売上総利益：5,014百万円（前年同期比+369百万円、+7.9%)

売上総利益率：69.9％（前年同期比+0.4ポイント）

営業経費：活動制限の緩和を受け､テレビＣＭ､折り込みチラシやＤＭ
などの広告宣伝を増強したことや人件費が増加したことで､販管費は232
百万円増加し､販管比率は73.6％(前同期比△1.9ﾎﾟｲﾝﾄ)となりました。
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[連結] PLの概要

営業利益：△269百万円（前年同期△406百万円）
経常利益：△209百万円（前年同期△298百万円）
当期純利益：△388百万円（前年同期△348百万円）
<減損損失：134百万円（前年同期3百万円）>



1. わが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染状況に大きな影響を受ける一
方で、緊迫するロシア・ウクライナ情勢などの影響や為替相場の急速な変動
が、エネルギー価格や原材料価格の高騰に加え、食料品や耐久財などの急激な
物価上昇を引き起こし、消費マインドの低下を招くことが懸念されています。

2. 営業実績については、６月までは、新型コロナウイルス感染症の感染状況が落
ち着きを取り戻し、各方面で活動制限の緩和措置が実施され、ようやく人流が
戻ってきましたが、７月以降の感染第７波の急拡大に伴い、客足は再び重くな
り、売上高は、ほぼ全期間に亘り緊急事態宣言下にあった前年同期との比較で
は増収となったものの、大型商業施設内の店舗を中心に依然客足の回復が鈍い
傾向にあり、コロナ前の売上水準には戻っておりません。

3. 営業経費は、活動制限の緩和を受け、折り込みチラシやＤＭ、テレビＣＭなど
の広告宣伝費を増強しましたが、一方で経費コントロールの徹底を図ったこと
で、販売費及び一般管理費の売上高比率は減少しました。

4. 「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、特別損失として減損損失１３４
百万円を計上しました｡
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２２年３月期
中間期
実績

２２年３月期
通期
実績

２３年３月期
中間期
実績

前年
同期比

売 上 高
（売上比）

６,５６３
（100.0%）

１３,５４２
（100.0%）

７,０６８
（100.0%）

１０７.７％

売上総利益
（売上比）

４,５３０
（69.0%）

９,３２０
（68.8%）

４,９１４
（69.5%）

１０８.５％
（＋0.5%）

販売管理費
（売上比）

４,９２７
（75.1%）

９,８８８
（73.0%）

５,１５７
（73.0%）

１０４.７％
（△2.1%）

営 業 利 益
（売上比）

△３９７
（－）

△５６７
（－）

△２４３
（－）

－
（－）

経 常 利 益
（売上比）

△２８５
（－）

△４１４
（－）

△１８０
（－）

－
（－）

当期純利益
（売上比）

△３３４
（－）

△７０８
（－）

△３５８
（－）

－
（－）

[単体] PLの概要
単位：百万円

(註)収益認識に関する会計基準等の適用後
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利益額

[単体] 主要なPL科目の推移
単位：百万円

売上総利益/販管費

(註)22/3期以降は､収益認識に関する会計基準等の適用後
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[単体] 事業部別売上構成の推移

単位：百万円
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(註)22/3期上以降は､収益認識に関する会計基準等の適用後



[単体] 営業利益の変化要因別説明図
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１．コロナの影響が顕著に現れた前年より相対的に売上高が伸びました｡品種別では､メガネが＋３０２百万円増､サングラスが
＋１０９百万円増､補聴器が＋７３百万円増でした。粗利率は＋０.５％改善しました。
２．経費面では､活動制限の緩和を受け、折り込みチラシやＤＭ、片岡愛之助氏による超軽のＴＶＣＭなどで、販売促進活動を
増強したため、広告宣伝費は前年同期比で＋５１百万円の増加しましたが、一方で、全般的な経費コントロールの徹底を図っ
たことで、販管費比率は７３.０％と前年同期比で２.１％改善しました。
３．その結果､営業利益は､前年同期比より１５４百万円増加し、△２４３百万円の赤字に止まりました、

(註)要因別変化額は､収益認識に関する会計基準等の適用後の実績数値により算出
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（各四半期毎の平均数値）



[単体] 四半期別業績推移
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(註)22/3期１Ｑ以降は､収益認識に関する会計基準等の適用後



[単体] 既存店の四半期別販売状況 （前年比）
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２０２０年３月から６月迄新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響で一部店舗で休業
や時短営業を強いられる

消費増税の反動減

新型コロナウイルス感染
第３波及び第５波の影響が出る

前年の大幅減の反動増
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[単体] 品種別売上高の四半期別推移
単位：百万円
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1. 売上高につきましては、６月までは新型コロナウイルス感染症の活動制限が徐々に解除されるに従い客足が戻ってきました
が、７月以降、感染第７波による感染再拡大に伴い、再び客足は重くなり、全体では、前年同四半期比では増収となったもの
の、想定したコロナ前の目標値には至りませんでした。

2. この結果、累計期間においては、中心品目のメガネ、準主力品目の補聴器は、前年同四半期比では増収となり、コロナ前の
売上水準をまだ下回っているものの、回復基調にあります。一方、準主力品目のサングラスは、イベント・スポーツなどの屋外
活動の自粛が徐々に緩和され、前年同四半期比では大幅な増収となったものの、未だコロナ前の水準の６割程度に留まって
おり、伸び悩みが続いております。



[連結] BSの概要 単位：百万円

２２年３月期
期末

２３年３月期
中間期 増減額

構成比 構成比

流動資産 7,848 53.6% 7,738 53.5% △109

現・預金 5,046 34.5% 4,870 33.7% △175

受取手形・売掛金 714 4.9% 674 4.7% △40

商品 1,904 13.0% 1,897 13.1% △6

固定資産 6,782 46.4% 6,715 46.5% △67

投資有価証券 378 2.6% 475 3.3% +96

敷金・保証金 2,893 19.8% 2,798 19.4% △95

資産合計 14,631 100% 14,454 100% △176

流動負債 1,191 8.1% 1,401 9.7% +209

固定負債 519 3.6% 523 3.6% +3

負債合計 1,711 11.7% 1,924 13.3% +213

純資産合計 12,920 88.3% 12,530 86.7% △390

負債・純資産合計 14,631 100% 14,454 100% △176
13



[単体] BSの概要 単位：百万円

２２年３月期
期末

２３年３月期
中間期 増減額

構成比 構成比

流動資産 7,570 52.2% 7,477 52.1% △92

現・預金 4,848 33.4% 4,649 32.4% △199

受取手形・売掛金 705 4.9% 670 4.7% △35

商品 1,854 12.8% 1,846 12.9% △8

固定資産 6,932 47.8% 6,865 47.9% △67

投資有価証券 570 3.9% 666 4.6% +96

敷金・保証金 2,836 19.6% 2,741 19.1% △95

資産合計 14,503 100% 14,342 100% △160

流動負債 1,144 7.9% 1,344 9.4% +199

固定負債 505 3.5% 509 3.5% +3

負債合計 1,650 11.4% 1,853 12.9% +203

純資産合計 12,852 88.6% 12,489 87.1% △363

負債・純資産合計 14,503 100% 14,342 100% △160
14



[連結] キャッシュフロー
単位：百万円

税前当期純利益△343百万円、減価償却費＋119百万円、減損損失＋134百万円、
賞与引当金＋130百万円、売上債権の減少＋41百万円、仕入債務の増加＋42百万

円、棚卸資産の減少＋18百万円、法人税等の支払△92百万円など

店舗建物内装・機械設備などによる有形固定資産の取得△155百万円、
投資有価証券の取得△103百万円など

配当金の支払△０百万円など

２２年３月期
中間期

２３年３月期
中間期

増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー △217 83 ＋301

投資活動によるキャッシュ・フロー 111 △253 △364

財務活動によるキャッシュ・フロー △0 △0 △0

現金及び現金同等物の期末残高 2,197 2,050 △147
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[キャッシュフローの状況]

営業活動

投資活動

財務活動



２２年３月期
中間期

２３年３月期
中間期

増減額

設 備 投 資 額 133 168 +34

ソフトウエア投資 17 8 △8

減 価 償 却 費 108 119 +11

減 損 損 失 3 134 +130

16

注１）設備投資額は、有形固定資産・繰延資産（長期前払費用）・建設仮勘定増減とし、
敷金及び保証金、無形固定資産のリース資産、ソフト ウエアは含まず。
注２)減価償却費は、キャッシュ・フロー計算書上の減価償却費

[連結] 設備投資・減価償却費・減損損失
単位：百万円



[単体] 出退店状況 (眼鏡小売事業)

店舗：中間期では、国内で７店舗の店舗活性化改装を実施
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２２年３月期 ２３年３月期

期
首

出
店

退
店

期末
出
店

退
店

上期
出
店

退
店

下期計画 年
間
増
減

増
減

増
減

増
減

眼鏡
小売

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 142 3 1 144 ＋2 144 1 2 143 △1 △1

路面店 83 4 79 △4 79 79

東部

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 46 46 46 1 45 △1 △1

路面店 9 1 8 △1 8 8

中部

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 17 17 17 1 18 ＋1 ＋1

路面店 27 1 26 △1 26 26

関西

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 73 3 76 ＋3 76 1 75 △1 △1

路面店 42 2 40 △2 40 40

四国
中国
九州

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 6 1 5 △1 5 5

路面店 5 5 5 5



P１９：２０２３年３月期（６３期）の基本方針

P２８：商品政策

P６０：海外眼鏡販売事業

営業戦略について

P４３：販売促進政策

P６２：２０２３年３月期（６３期）の連結業績予想

P６１：店舗政策

P５３：補聴器販売

P５９：眼鏡卸売事業
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P２３：愛眼の取組み



お
客
様
視
点

２０２３年３月期（６３期)の基本方針２０２３年３月期（６３期)の基本方針

マーケティングの強化とマーチャンダイジング戦略

高品質でお客様満足度の高い商品の品揃えの充実

業務の効率化と働き方改革への適切な対応⇒組織の活性化

お客様に選ばれる愛眼ブランド力の強化

19

集客力アップ

体
制

ウイズコロナの環境下での事業展開

ネット通販事業の強化と店舗オペレーションの効率化

国家資格「眼鏡作製技能士」への切り替え



1. 当社は、ウィズコロナの環境下での事業展開を見据えた取り組みを推進し、組織面におい
ても、業務の効率化と働き方改革に適切に取り組み、プロアクティブな組織づくりを進めま
す。

2. 営業面では、お客様のニーズに的確に対応し、お客様視点を第一とした商品開発に注力
し、品揃えの充実を図るとともに、愛眼ブランドの競争優位性をより広くお客様にお伝えす
るため、ＴＶＣＭや新聞折り込みチラシ、雑誌や動画、ＷＥＢやＳＮＳなど幅広いメディアを
活用した複合的な情報発信や、店舗特性に合わせたマーケティング施策の強化を通じて、
愛眼ブランドに相応しい質の高いサービスを提供できる体制の構築に取り組んでまいりま
す。

3. 店舗では、ＤＸ推進により店舗オペレーションの効率性を高めることで、お客様への接客・
サービスをさらに充実させてまいります。

4. 長期化が予想されるウィズコロナへの対応として、通販事業を見直し、お客様の利便性や
新しい生活様式に合致した形態によって、実店舗との連携を深めたネット通販事業の強化
を図ってまいります。

5. 人材面では、厚生労働省による眼鏡作製職種の国家技能検定制度の新設に伴い、スタッ
フが取得している既存の検定資格認定制度による「認定眼鏡士」資格を、今年度から順次、
国家資格である「眼鏡作製技能士」に切り替えてまいります。

基本的な営業政策

20



アイ・スタイリング・サービスアイ・スタイリング・サービス

お客様の嗜好、ライフスタイルに合った最適な商品
の提案を目指す「アイ・スタイリング・サービス」を主軸
にして、愛眼ブランドの強化に取り組んでいます。

21



メガネの「プロ」として、メガネの専門店として、最適な商品・サービスを提供

22

◆おもてなし課 （６３期より営業支援ＳＳ推進部に昇格)

お客様に自信をもってアピールできる人材育成を目指し、専門スタッフ
が質の高い視力補正と接客を教育しています。

◆愛眼マイスター

会社全体で技術力・知識力・接客力の向上をはかるため、独自の
社内検定を実施しています。

◆国家資格「眼鏡作製技能士」への切り替え
従来の検定資格「認定眼鏡士」を､ 2022年より順次､国家資格に切り替える
計画。



23

社会貢献活動社会貢献活動

快適な「見え方」や「聞こえ方」が将来にわたり続くことで、
暮らしがもっと豊かになる。
愛眼ではこの考え方を軸に一つ一つの取組を大切にします。

愛眼の取組み愛眼の取組み
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◆ 「見える」や「聞こえる」を大切にしたい。

■LOVE EYES WEEKの開催 ■アイガンUV４２０の提案

■補聴器聞こえの相談会 ■マイスター制度

目の健康と美容を将来にわたり保護するための
推奨商品です。

ご家族やご自身の眼の変化に早く気づいて
いただけるよう、視力チェックの啓蒙活動を
行っております。

聞こえに不安を感じられている方が
快適な生活を送れるように、随時「聞こえの
相談会」を実施しております。

ひとりひとりのニーズを把握し、最適なフレームの
提案や快適な視力補正の提供を実現するための
教育を行っております。

愛眼の取組み愛眼の取組み
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◆愛眼の社会貢献活動

■高齢者免許自主返納

■盲導犬訓練所への寄付活動

■クリック募金

大阪市が実施するクリック募金に愛眼も協賛。

６５歳以上のお客様への免許自主返納を
しやすい社会環境づくりに貢献。

愛眼店舗全体で募金箱を設置し、盲導犬の育成に
貢献。寄付にご協力いただいたお客様、
誠にありがとうございました。

愛眼の取組み愛眼の取組み



お客様のメガネクリーニング活動実施中

26

安全・安心対策の一環として、
ご来店されたら、
まず、お客様のメガネを
ピカピカにクリーニングする活動を
愛眼全店で実施しております。

＜５つの無料サービスも実施中＞

愛眼の取組み愛眼の取組み
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通期で、店舗での安全・安心への取組を実施。

◆愛眼の安全・安心への取り組み

愛眼の取組み愛眼の取組み



フレーム・レンズ一体価格
スマートプライス ・明瞭で安心な価格表示

・お買い得な価格設定

28

２０２３年３月期 商品政策



有害光線対策のアイガンＵＶ４２０提案

■レンズオプション
紫外線（UV）やブルーライトに加え、眼病の原因とされる高エネルギー可視光線(HEV）
をカットする「アイガンUV４２０」と、老化につながると話題の近赤外線(NIR)をカット
する機能をさらに加えた「アイガンUV４２０＋美肌｣を提案。

29



30

リアル世代の団塊ジュニアに向けた、キン肉マンとのコラボ眼鏡、
「キン肉マン～夢の超人眼鏡編～ROUND1」を、2022年2月に新発売

キン肉マン ～夢の超人眼鏡編

キャラクターコラボ商品

キン肉マンがメガネのアイガンとタッグ！選ばれし超人たちが6本のメガネに！
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デザインアイウェアブランドGOSH（ゴッシュ）と
女性向け愛眼ブランドkohoro（コホロ）とのコラボ商品。2022年３月より発売

Kohoro produced by GOSH (コホロ by ゴッシュ）

デザイナーコラボ商品

レディスサイズ２モデルとジュニアサイズ１モデル
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2022年8月､女性に評価の高いkohoroシリーズと
人気のミューズキャラクターBettyBoopのコラボ商品を発売

Kｏｈｏｒｏ × ＢｅｔｔｙＢｏｏｐ(コホロ×ベティブープ)

キャラクターコラボ商品

ベティちゃんがプリントされた専用クロスと
キャラクターが型押しされた特製ケースが付属。
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2022年4月、愛眼人気シリーズ「POCOP」から
新仕様のノーズパッド（鼻あて）を備えた新モデルを発売

POCOP (ポコプ)

人気シリーズのバージョンアップ

パッドを左右上下入れ替えることで鼻幅が変化。
好みの高さから選ぶことが出来ます。シリコン製なので肌当たりも優しい。
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日常メガネにスポーティな要素を
2022年4月､「POCOP ENERGY」から新モデルを発売

POCOP ENERGY(エナジー)

人気シリーズのバージョンアップ

力強い印象のフルリム･タイプと、知的なハーフリム･タイプの2タイプ
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「跳ね上げ式」眼鏡で、掛け外しの煩わしさを解消！
2022年4月､「Dorso（ドルソ）」より、便利なメガネの新モデルを発売

Dorso(ドルソ)

人気機能フレームのラインナップ追加

眼鏡の掛け外しの煩わしさを解消する、
シンプルなデザインの「跳ね上げ式」メガネです。
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メガネを外して近くを見る男性は必見！
2022年7月､愛眼から新作の跳ね上げ式メガネ『NEGOTIATOR』を販売

ＮＥＧＯＴＩＡＴＯＲ(ネゴシエーター)

人気フレームのバージョンアップ

内側のフレームにもレンズを入れて＜複式＞にもアレンジ可能な
チタン製の「跳ね上げ式」メガネです。
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2022年8月､洗練された男の色気をデザインで表現した
メンズブランド『abx』シリーズの新作が登場

abx(エービーエックス)

人気フレームのバージョンアップ

【フィット感と個性の両立】をコンセプトに、

洗練された男の色気をスタイリッシュなデザインで表現
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2022年５月､フィッシング専用偏光グラスの愛眼オリジナルブランド
「ストームライダー」より集大成モデル「SR^020P”GRIND（グラインド）“」を発売

STORMRIDER(ストームライダー)

人気サングラスのバージョンアップ

歴代ストームライダーの機能をすべて盛り込み、
サイズ・デザイン・レンズカラーにおける汎用性を追及しました。
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「RB3565 JACK 9035A5」「RB3582 DAVID 004/71」

Ray-Ban(レイバン)の人気サングラスモデルに「愛眼限定カラー」が登場！
2022年5月から販売開始

Ray-Ban(レイバン)サングラスに”メガネのアイガン"限定カラー
「RB3565 JACK 9035A5」「RB3582 DAVID 004/71」を各250本限定販売。

新製品



「POCOP Rouge(ポコプルージュ)」

かけるだけでぱっと華やかに！
2022年6月､化粧のように目元を彩るメガネ「POCOP Rouge(ポコプルージュ)」より､

マスク対応モデル登場！

新製品

しなやかで軽い素材を使用
子育て世代の女性やアクティブな女性に支持されています。

40
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POCOP AIR(ポコプエア-）

新製品
2022年9月､愛眼の人気シリーズ「POCOP（ポコプ）」より、

丁番のない“抱き込み”タイプのPOCOP AIR（ポコプエアー）を新発売。

ふわっピタッ。クセになる掛け心地。
軽さを超えた超軽なフィット感



◎サングラスの売上高は、イベント・スポーツなどの屋外活動の自粛が徐々に緩和さ
れ、前年同四半期比では大幅な増収となったものの、未だコロナ前の水準の６割程度
に留まっており、伸び悩みが続いております。
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サングラス実績の前年同期比推移

サングラスの販売の強化

■プライベートブランドサングラスの充実
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店頭企画店頭企画
店頭では当社自慢の「掛け心地」の良いシリーズをご体感
いただくべく、「ふんわりメガネフェア」を実施。

販売促進施策「ふんわりメガネフェア」

4月～5月

２０２３年３月期 販売促進政策
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販促企画販促企画
ふんわりフィットするメガネシリーズ、ゴールデンウィークの
サングラス需要、学生向け企画をチラシにて告知。4月～5月

販売促進施策「ふんわりメガネフェア」
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店頭企画店頭企画

６月１７日より、「軽さと掛け心地を追及した」超軽シリーズの
店頭演出スタート。

6月～7月

販売促進施策「超軽はじめました。」
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販促企画販促企画
歌舞伎俳優の「片岡愛之助」をイメージキャラクターに迎え、
TVCMを中心にプロモーションを実施6月～7月

■インパクトのあるビジュアル展開 ■ユーモアに溢れたTVCM

※TVCMは関西・中部エリアのみ放映
※ユーチューブでも同内容を配信

販売促進施策「超軽はじめました。」



メディア向け『超軽 新CM発表会』
７/５、大阪本店に特設ステージを設営して開催
当日は、テレビ局や新聞社、WEBメディア１７社が参加、
オンライン配信も同時配信。
当日は、片岡愛之助様が販売員に扮して「超軽」メガネを実演販売したり、
CM制作の裏話などを話していただきました。

販促企画販促企画 販売促進施策「超軽はじめました。」
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販促企画販促企画 「超軽」を軸としたエリア販促を展開。
マスメディアとのメディアミックスを推進しました。6月～7月

販売促進施策「超軽はじめました。」
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商品販促企画商品販促企画

◆引き続き好評のお風呂専用メガネ「アイガンFORゆ」を
新ビジュアルに変更

お風呂用メガネ「アイガンFORゆ」



VMD施策VMD施策

お客様にわかりやすい売り場
を実現するために
トーン＆マナーでイメージ統一
を図ったポップを採用

50



51

dポイントdポイント

◆ メガネ・サングラス・補聴器など店内全商品が対象
〈 200円（税抜）に対し１ポイント還元 〉

◆10万ポイントキャンペーン

ＰａｙＰａｙＰａｙＰａｙ
ＰａｙＰａｙクーポン企画実施
2022/7/1～8/31の期間
１等：決済金額１００％還元
２等：決済金額５％還元
３等：決済金額0.5％還元

※2022年7月31日でTポイントサービスは終了いたしました。
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売上推移

オンラインショップオンラインショップ コロナ禍において度付きメガネの購入件数や
当社オリジナル商品の売れ行きが好調に推移。

通販だけのオリジナル商品

強度数対応の
「アイガンFORゆ」

キン肉マンシリーズの
コンプリートセット
ご購入特典として特製
ケース付き

百万円



補聴器販売補聴器販売

補聴器実績の前年同期比推移

シニア層への対応強化

53

◎補聴器の売上高は、２０２１年３月期上期以降､コロナ禍の下
で低調に推移していましたが、２０２２年３月期以降、前年比で
は増加に転じました。しかし、コロナ前の水準には、まだ至って
おりません。

■インパクトとわかりやすさの訴求を強化

レンタルできる種類の豊富さが好評を得ています。
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■全レンタル件数に占める充電式補聴器構成比

2022年

3月期
10月 11月 12月 1月 2月 3月

充電式
構成比

68.2% 71.9% 73.5% 75.7% 71.7% 70.9%

2023年

3月期
4月 5月 6月 7月 8月 9月

充電式
構成比

74.8% 73.5% 69.3% 70.7% 71.8% 71.1%
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・他社のレンタルとの違いを明確にした新聞折り込み
広告を掲載しました。
・「認定補聴器技能者」の顔写真を掲載したことで、お
客様に「補聴器の愛眼」をより身近に感じていただき、
お客様の安心と愛眼の補聴器サービスに対する信用
につながっています。

補聴器販売補聴器販売



補聴器の啓蒙活動を強化
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◎補聴器体験会イベント開催
聞こえのチェックと補聴器無料体験
を軸に、ショッピングセンター内で
啓蒙イベントを実施

店舗近隣の高齢者施設からの開催依頼も増加
補聴器販売補聴器販売
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補聴器販売補聴器販売
◎大阪本店、横浜本店、名城本店に
補聴器体感ルームを設置。
様々な音環境を再現して、
最新の補聴器の聞こえと効果が
体感できます。

◎２０２２年３月に「認定補聴器専門店」
の認可を受けました。
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補聴器販売補聴器販売

◎気軽に聞こえを補いたい、
と考えている方に向け、
ヒアラブルデバイス「Olive」
の取扱いを開始しました。
ご自分のスマートフォンで簡単に
調整できる点も喜ばれています。

◎ライトユーザー獲得に向け、
取扱商品を増やしています。
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コンタクト販売コンタクト販売

◎女性をメインターゲットに１５０店舗で
コンタクトレンズの販売・演出を強化。
よりわかりやすく買いやすい売り場作り
を行っています。
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セグメント利益

百万円眼鏡卸売事業眼鏡卸売事業

・得意先に対する新商品の投入や販売支援
に努めるとともに、新規取引先の開拓に取り
組んでおります。
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百万円
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セグメント利益

海外眼鏡販売事業海外眼鏡販売事業

・北京愛眼眼鏡有限公司が、北京市を中心拠
点として、直営店とフランチャイズ店を合わせ
て７店舗にて営業を行っております。

・当地では、ゼロコロナ政策のもと行政による厳
しい行動管理が続き、断続的な臨時休業を余
儀なくされるなど事業運営に支障をきたす事態
となっていますが、営業施策の見直しや運営
体制の効率化など事業経費の圧縮に取り組ん
でおります。
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百万円
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北京愛眼眼鏡有限公司を解散し、清算することを
2022年11月28日に決議いたしました。

なお、現地の法令等に従い必要な手続きが完了次第、
清算結了となる予定であります。

【お知らせ】



■ 改装：既存店の活性化改装を中心に、中間期迄に7店舗改装
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２０２３年３月期 店舗政策

２０２2年4月 改装
おおとりウィングス店
２０２2年4月 改装

おおとりウィングス店
２０２2年4月 改装

イオンモール伊丹店
２０２2年4月 改装

イオンモール伊丹店
２０２2年6月 改装

イオンモール都城駅前店
２０２2年6月 改装

イオンモール都城駅前店

２０２2年7月 改装
南生駒店

２０２2年7月 改装
南生駒店

２０２2年8月 改装
勝川新町店

２０２2年8月 改装
勝川新町店

２０２2年6月 改装
高槻緑が丘店

２０２2年6月 改装
高槻緑が丘店

２０２2年9月 移転改装
マーサ21岐阜正木店

２０２2年9月 移転改装
マーサ21岐阜正木店



１． 新型コロナウイルス感染症は、１０月以降、感染第７波が一旦収束に向かうなかで、今後は、感
染第８波とインフルエンザの同時流行の動向にも注視する必要があるものの、インフルエンザ
予防接種、新型コロナウイルス感染症の変異株対応ワクチンや治療薬の普及が進み、社会生
活面での活動制限がさらに緩和されると見られています。また、消費動向につきましては、ウィ
ズ・コロナの環境ではありますが、政府が「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対
策」で大規模な財政出動を表明したことやサービス消費のペントアップ需要の下支え効果とが
相まって、個人消費は緩やかな持ち直しに向かうとの見方があります。これらの諸々の情勢や
直近の当社の業績動向を総合的に判断し、今年度の業績予想を可能な範囲で見直しました。

２． 2022年11月28日公表の北京愛眼眼鏡有限公司の解散及び清算の決定に伴い、当連結会計
年度中に子会社清算損（特別損失）を計上する見込みとなったため、親会社株主に帰属する
当期純利益に関して2023年3月期の連結業績予想を修正しております。

３． 今後の感染症の感染拡大や収束の状況等によって業績は大きく変動する可能性があります。

４． 業績予想の修正の必要性が生じた場合には、速やかに開示いたします。

２０２３年３月期の連結業績予想の見直しの考え方
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2022年3月期実績 2023年3月期計画
前 期 比

増 減金 額
売 上

構成比
金 額

売 上

構成比

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

売上高 13,804 100.0 14,849 100.0 +1,044 +7.6

売上総利益 9,552 69.2 10,354 69.7 +802 +8.4

販売管理費 10,137 73.4 10,512 70.8 +374 +3.7

営業利益 △584 － △157 － +427 －

経常利益 △438 － △74 － +363 －

当期純利益 △690 － △425 － +265 －

２０２３年３月期の連結業績予想
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(２０２２年11月28日に修正した業績予想)


